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　鉄道の基本である「安全･正確な輸送」を提供するため､指令所をはじめ
ATS､閉そく装置､連動装置､ATC､無線設備を設けているとともに､運行
を管理するためにCTC､SRC､PRC､運行管理システム､コムトラック、
コスモスを導入しています。

■指令所の体制

■ATS（自動列車停止装置：Automatic Train Stop device）
●ATS-SW形
　ATS-SW形は、赤信号に対して警報により注意を促したり､自動的に
ブレーキを動作させます。また、曲線･分岐器などの手前の地点で列車
の速度をチェックし、自動的にブレーキを動作させます。

●ATS-P形
　ATS-P形は、列車の速度を連続的にチェックし、必要に応じて自動的
にブレーキを動作させることにより、列車を赤信号の手前に停止させた
り、曲線･分岐器などに対して減速させます。

速度照査パターン

通常の運転
列車の進行方向

赤信号までの距離情報
地上子

ブレーキをかけずにそのまま運転した場合

（赤）

（先行列車）

速度照査パターンに達すると
自動的にブレーキが動作

赤信号までの距離を元に
速度照査パターンを作る

運転士のブレーキ
操作により停止

赤信号の手前
に停止
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JR東西線
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大和路線
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阪和線

JR京都線
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学研都市線整備区間
線名（駅間：使用開始時期）

（尼崎～新三田：2005.6）
（新三田～篠山口：2009.2）

（姫路～網干：1998.10～2002.10）
（網干～上郡：2009.7）

（大阪～姫路：1998.10~2002.10） （京都～木津：2008.4）

（京都～大阪：1998.10~2002.10）

（米原～京都：1998.10~2002.10）
（長浜～米原：2012.9）

（松井山手～京橋：1997.3）
（京田辺～松井山手：2002.3）
（木津～京田辺：2011.11）

（西九条～桜島：1999.4）

（山科～近江塩津：2011.3）

（京都～園部：2011.1）

（日根野～関西空港：1994.6）

（天王寺～鳳：1990.12）
（鳳～日根野：1994.5）
（日根野～和歌山：2007.3）
（鳳～東羽衣：2010.3）

（1990.12）

（京橋～尼崎：1997.3）

（放出～久宝寺：2008.3）

（王寺～JR難波：1993.2）
（加茂～王寺：2006.12）

東京東京 金沢金沢 大阪大阪 金沢金沢 和歌山和歌山 福知山福知山 岡山岡山 米子米子 広島広島

JR北海道JR北海道

JR東日本JR東日本

JR東海JR東海 JR四国JR四国

JR九州JR九州

JR貨物JR貨物本社
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新幹線指令新幹線指令 在来線指令在来線指令

列車の安全運行 〈ATS-P形の機能概要〉

〈ATS-P形の整備線区〉



データで見るJR西日本2018 3534

安
　
　
全

鳥
取

岡山
広
島

居
能

小野田

仙崎

長門市

下関

境
港宍道

茶屋町 大
阪

加
古
川

姫
路

関西空港

亀山

草津

敦賀

越前花堂

南小谷

直
江
津

糸
魚
川

CTC導入線区
PRC導入線区
SRC導入線区
運行管理システム導入線区
電子閉そく導入線区
非CTC線区
主な第3セクター※
他社JR線

凡　例

近江塩津

米原

山科

和田山 西
舞
鶴

京都

大
阪

福知山

鳥
取

智頭

郡家

姫
路

奈良

新宮

和
歌
山

天
王
寺

綾
部

豊岡

谷川

新三田

柘
植

木津木津
尼崎

関西空港

亀山

草津

敦賀

越前花堂

和倉温泉

津
幡金

沢

富山

猪谷

城
端

九頭竜湖

高岡高岡

氷見

津
山

東
津
山 相

生

上
郡

上
月

東岡山岡
山
岡
山

西
浜
（信）宇野

倉敷三
原広

島

横川

岩
国

川
西

新山口

居
能

宇
部

小野田
長
門
本
山

海
田
市

海
田
市

あき亀山
仙崎

長門市

厚狭幡生幡生
下関

塩町

福山
神辺府

中
清音

総
社

新見

備後
落合

米
子

益
田

境
港宍道

伯
耆
大
山

伯
耆
大
山

備
中
神
代

児島

茶屋町
新山口 西

浜
（貨）

倉敷

和
歌
山

加
古
川

和倉温泉

穴水

清音

※主な第3セクタ－とは､当社路線への列車の乗り
入れがある会社の路線と、北陸新幹線金沢開業に
伴ってJRから経営分離された路線を示します。
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※主な第3セクタ－とは､当社路線への列車の乗り
入れがある会社の路線と、北陸新幹線金沢開業に
伴ってJRから経営分離された路線を示します。
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■コムトラック（COMTRAC：COMputer aided TRAffic Control system）
　コムトラックは、東海道・山陽新幹線運転管理システムの愛称で、
山陽新幹線（新大阪〜博多間）の運行管理システムとして導入されてい
ます。
　列車の運転計画の作成、運転状況の伝達、列車に対する進路制御、
指令員に対する支援などを実現するシステムです。

■コスモス（COSMOS：COmputerized Safety , Maintenance and 
　Operation systems of Shinkansen）
　コスモスは、新幹線総合システムの愛称で、北陸新幹線（長野〜金沢
間）の運行管理システムとして導入されています。
　新幹線に関わる輸送計画から運行・車両・保守作業などの全ての管
理を総合的に処理するシステムです。

■ATC（Automatic Train Control）
　列車の減速制御を自動的に行う保安度の高いシステムで、現在山陽新
幹線と北陸新幹線に使用されています。
　前方の列車や進路の条件に応じ停止するべき箇所の情報を受信し、自
列車の性能に応じたブレーキパターンを作成し、そのブレーキパターン
に従って列車の速度を自動的に減速させる機能を持っています。

■CTC（Centralized Traffic Control）
　線路上の列車の位置や信号機の動作状態、列車番号などを中央制御
室に集中して表示するとともに、制御所から線区内各駅のポイントや
信号機を遠隔制御する装置です。

●SRC（Small Scale Route Control）
　列車の進路をコンピュータにより自動制御するシステムで、主として
単線線区に導入されているシステムです。

●PRC（Programmed Route Control）
　列車の進路を自動制御するとともに、臨時列車などのダイヤをコン
ピュータ上で管理する機能を持ち、主として複線の都市間線区に導入さ
れているシステムです。

●運行管理システム
　PRCに自動旅客案内装置を付加するとともに、列車高密度線区に対応
するため、高速で処理を行うシステムです。

〈CTC線区一覧図〉
（2018年4月1日現在）
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■主な閉そく方式
　閉そく方式とは、列車を安全に運転するため、線路をいくつかの区間
に区切り、一つの区間には一つの列車しか入れないようにする仕組みを
いいます。これらの一定区間に分けたそれぞれの区間を｢閉そく区間｣と
いいます。
　異常時を除き、常時実施される閉そく方式を「常用閉そく方式」といい
ます。当社では、下記のような「常用閉そく方式」を実施しています。

常用閉そく方式の名称 線区例

自動閉そく式   （※３）

自動閉そく式   （※３）

自動閉そく式（特殊）  （※３）

スタフ閉そく式

特殊自動閉そく式

軌道回路（※１）
駅構内

閉そく
信号機
（※２）駅間

○ ○

○ ○

○ ○

○ ×

× ×

○

○

×

×

×

閉そく区間 閉そく区間

進行
（緑）

駅

注意
（黄） 停止

（赤）

凡例　○…有　×…無し

第2閉そく信号機

（自動閉そく式の概要図）
第1閉そく信号機 場内信号機（※4）

閉そく区間閉そく区間

※１） 軌 道 回 路… 線路の左右のレールに弱小な電気を流し、電気の回路を設けています。この回路のことを軌道回路
といいます。

  列車の金属製の車輪がレール上を通るとき、その車輪により左右のレールに流れている電流が短
絡されます。列車が閉そく区間に進入したとき、レールに流れている電流が車輪を通って流れ、電流
の流れの変化により自動的に信号機に停止信号を現示するように作られています。

※２） 閉そく信号機…駅間を複数の閉そく区間に分割した時に、その分割した区間の始端に設置されている信号機です。
※３） 自動閉そく式…閉そく区間の軌道回路と信号機が自動的に関連づけられ、閉そく区間内の列車の有無により、

その区間への進入の可否を信号に反映する仕組みです。なお、自動閉そく式（特殊）については、
駅間に閉そく区間が一区間しかない方式です。

※４） 場内信号機… 駅に進入してくる列車に対してその進入の可否を信号に反映する信号機です。

線
区
複
線
区
間

単
線
区
間

全ての複線区間

呉線、岩徳線など

小浜線、因美線など

越美北線の一部区間

草津線、和歌山線、
加古川線、播但線など

12

■踏切
　道路交通の円滑化と安全・正確な列車の運行を確保するため、立体交
差化や踏切の統廃合、踏切警報機やしゃ断機の整備、障害物検知装置の
設置を進めるなど、踏切保安設備の充実に努めています。

	 〇種　類　1種…踏切警報機としゃ断機のついている踏切　
		  3種…踏切警報機のついている踏切
		  4種…しゃ断機も踏切警報機もないが、注意柵および踏切警標がある踏切

●踏切数の推移	 （単位：箇所）

●障害物検知装置の設置の推移	 （単位：箇所）

	 〇 3次元レーザーレーダ式障害物検知装置　
踏切に設置したレーザーヘッドから照射したレーザー光の反射により踏切上

の障害物を検知します。

	 〇 LD式障害物検知装置　
踏切に設置した発光器から出力したレーザー光が遮断されることで、踏切上

の障害物を検知します。

1987
5,161
642
1,111
6,914

1993
5,287
397
955
6,639

1998
5,326
341
839
6,506

2003
5,337
288
718
6,343

2008
5,306
209
650
6,165

2009
5,350
186
610
6,146

2010
5,392
155
590
6,137

2011
5,422
141
564
6,127

年度
1種
3種
4種
合計

2012
5,461
125
533
6,119

2013
5,478
114
518
6,110

2014
5,325
103
510
5,938

2015
5,343
95
498
5,936

2016
5,359
89
479
5,927

2017
5,313
78
448
5,839

1987
236

1993
1,020

1998
1,570

2003
1,606

2008
1,695

2009
1,769

2010
1,864

2011
1,924

2012
1,980

2013
2,013

2014
1,921

2015
1,946

2016
1,975

2017
1,973

レーザーヘッド

発光器
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■ホーム柵
●可動式ホーム柵
　2011年3月にJR東西線 北新地駅で当社の在来線として初めて設置
し、現在までに大阪天満宮駅、京橋駅、大阪駅、JR総持寺駅に展開し
ています。
　新幹線では山陽新幹線 新神戸駅と北陸新幹線の各駅に設置しています。

●通過線ホーム柵
　お客様のホームからの転落および列
車との接触を防止するため、通常お客様
の乗降がない線路側に柵を設置してい
ます。

●新幹線の安全柵
　現在、岡山駅、広島駅、小倉駅、博多
駅に設置しています。

●昇降式ホーム柵
　2014年12月にJR神戸線 六甲道駅に、2016年3月にJR京都線高
槻駅に車両扉枚数・扉位置の異なる列車へ対応する昇降式ホーム柵を設
置しています。

●踏切非常ボタンの設置の推移	 （単位：箇所）

●踏切非常ボタン
　踏切内でトラブルに遭遇、もしくは見か
けた際に、押しボタンを取り扱うことで、
列車を停止させるための信号を発光させ
ます。

●全方位型踏切警報灯
　視認性向上のために、警報灯の部分を円
筒形にして360度の視認を可能としてい
ます。

●折れにくい踏切遮断棒
　踏切遮断棒にスリットを入れて復元性を
高めて、遮断棒を折れにくくしています。

●踏切事故防止啓発活動
　「踏切の安全対策には踏切通行者の協力
が不可欠」であると考え、踏切事故防止キャ
ンペーンなどにより踏切通行マナーの向上
に取り組んでいます。

1987
1,969

1993
4,026

1998
5,338

2003
5,349

2008
5,456

2009
5,500

2010
5,520

2011
5,537

2012
5,560

2013
5,566

2014
5,400

2015
5,410

2016
5,428

2017
5,382

踏切事故防止キャラクター
「ストッピーくん」
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●構造物の地震対策
　1995年の阪神淡路大震災以降、構造
物の地震対策を継続して実施しており、
これまでに新幹線では高架橋柱（せん断破
壊先行型）やトンネルの耐震補強、地震時
に橋桁の落下を防止する落橋防止工の設
置が完了しています。在来線についても
高架橋柱（せん断破壊先行型）の耐震補強
や落橋防止工の設置が90％以上完了し
ています。さらに、鉄筋コンクリート製
橋脚や鉄道駅などの耐震補強についても順次進めているところです。
　また、2011年に発生した東日本大震災の経験を踏まえ、今後発生が
予想される東海・東南海・南海地震に備え、高架橋柱（曲げ破壊先行型）
などの耐震補強を進めており、盛土や鋼製橋脚の耐震補強についても､
工事を計画中です。

●新幹線の脱線・逸脱対策
　山陽新幹線において
は、線路の内側に「逸
脱防止ガード」を敷設
し、地震により車両が
脱線した際、車輪が同
ガードにあたること
で、大きく逸脱するこ
とを防止し、被害の軽
減を図っています。新大阪～姫路駅間の約110kmの区間で整備が完了
しており、今後は、2029年度末までに、姫路～博多駅間のうち、必要
な箇所約285kmの追加整備を予定しています。なお、今後の整備にお
いては、新幹線のバラスト区間において、定期的に行っているレールの
取り替えによって発生するレールを逸脱防止ガードの部材として転用す
る構造を採用しています。これには、連続的にまくらぎを取り替えるこ
とが必要となりますので、効率的に取り替えを行うための保守用車であ
る「新幹線用まくらぎ交換機編成」を導入し
ています。
　なお、北陸新幹線においては、JR東日本
と同様に「L型車両ガイド」という台車に付
けるタイプのものを全車両に設置済みです。

高架橋柱の耐震補強

逸脱防止ガード 逸脱防止ガード敷設運搬車

新幹線用まくらぎ交換機編成

■地震などに対する安全対策
●早期地震検知警報システム
　早期地震検知警報システムは新幹線の地震対策として､線路の遠方に
設置している14箇所の地震計（山陽新幹線10箇所、北陸新幹線4箇所）
において地震の初期微動（P波）または主要動（S波）を検知して､主要動が
構造物に達するまでに列車を停止あるいは減速させるシステムです。さ
らに､線路沿線にも地震計を59箇所（山陽新幹線43箇所、北陸新幹線
16箇所）設置し､直下型地震にも備えています。

〈早期地震検知警報のシステム〉

◆緊急地震速報導入による列車停止手配
　多くの地震観測地点に基づき気象庁が提供する地震発生時の初期微
動（P波）をとらえて主要動（S波）が到達する前に地震の規模や震源地ま
での距離などの情報「緊急地震速報」を各指令所にて受信し、該当する
地震規制区間内を運行する列車に対して列車無線または乗務員無線に
よる音声メッセージを自動伝達することにより、乗務員に列車の停止
を指示するシステムです。

〈イメージ図〉

検知点（地震計）

震源地

中継所 東京指令所

変電所

警報

地震情報

停電表示

き電停止
命令

き電停止

鳥取 今津

延岡

高知

室戸
足摺

志摩

太地

浜田浜田

柏崎
白馬

飛騨

能登能登

〈地震計の配置図〉

福岡福岡

気象庁等の地震計震源地 気象庁

指令所

緊急地震速報
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●津波対策
　近い将来発生が想定されている、南海
トラフ沿いで発生する地震に伴う津波対
策として、和歌山県の沿岸部を走るきの
くに線において避難誘導標の整備や車両
への避難用梯子搭載などの対策を進めて
きました。さらに、きのくに線以外の線
区にも展開し、整備を進めています。
　また、東日本大震災の教訓を生かし、
津波の発生が予想されるときにおける社
員の判断のよりどころを定めた「津波避
難誘導心得」を2012年8月に制定しま
した。
　津波避難訓練についても、地元自治体
と協力し、継続的に実施しています。
　今後も、訓練の継続をはじめ、津波対
策を充実させていきます。

お客様の避難誘導訓練

避難誘導標

■安全意識の向上
●Think-and-Act Training
　 航 空 業 界 な ど で 実 施 さ れ て い るCRM（Crew Resource 
Management）訓 練 の 鉄 道 版 と し て 開 発 し た「Think-and-Act 
Training」という訓練を実施しています。この訓練は乗務員が大規模災
害などのこれまで体験したことがないような、マニュアルやチェックリ
ストだけでは対応できない緊急事態に直面し
た際に、刻々と状況が変化するなかで、情報
収集や状況把握を行い相互に協力し、状況に
応じて最適な行動をとる能力を向上させるこ
とを目的としています。訓練では、映像・音
声により緊急事態を体感しています。

●安全体感棟
　鉄道の安全に関する仕組みや労働災害防止に関して効果的な教育につ
なげることを目的として、社員研修センター内に｢安全体感棟｣を整備し
ました。
　新入社員をはじめ鉄道事業に携わるグループ会社を含めた初任者教育
や労働災害を体感できる設備内容となっています。

●安全意識の向上
　社員の安全意識向上を図るため、福知山線列車事故を心に刻み考動し
ていく取り組みや安全憲章を具現化するためのさまざまな取り組みを継
続的に実施しています。

列車事故総合訓練

（前）運転士の死角体感設備 　（後）墜落体感設備

安全活動研究発表会

VR 体感

安全考動研修

鉄道安全システム学習室

訓練の様子
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（大正経由）

（注） 1. ｢  ｣内の駅は、他社を示しています。 　2. （　）内は283系電車､〈　〉内は287系および289系電車の場合を示します。
 3. 複々線区間は、速度の速い方を掲載しています。

線　　名
北 陸 線

小 浜 線
越 美 北 線

七 尾 線
城 端 線
氷 見 線
高 山 線
大 糸 線

東 海 道 線
湖 西 線
山 陰 線

草 津 線
奈 良 線

大 阪 環 状 線
桜 島 線
福 知 山 線

関 西 線

お お さ か 東 線
桜 井 線
片 町 線

J R 東 西 線
関 西 空 港 線
和 歌 山 線
阪 和 線

紀 勢 線

線　　名
紀 勢 線

山 陽 線

加 古 川 線
姫 新 線

舞 鶴 線
播 但 線

赤 穂 線

津 山 線
吉 備 線
宇 野 線

本 四 備 讃 線
伯 備 線

芸 備 線
福 塩 線
因 美 線

境 線
木 次 線

呉 線
可 部 線

岩 徳 線
山 口 線
宇 部 線
小 野 田 線

美 祢 線
博 多 南 線
山 陽 新 幹 線
北 陸 新 幹 線

区　　間
紀 三 井 寺 ～ 和 歌 山
紀 三 井 寺 ～ 和 歌 山
和 歌 山 ～ 紀 　 和
紀　　　和　～　｢和歌山市｣
神 　 戸 ～ 姫 　 路
姫 　 路 ～ 下 　 関
兵 　 庫 ～ 和 田 岬
加 古 川 ～ 谷 　 川
姫 　 路 ～ 上 　 月
上 　 月 ～ 新 　 見
綾 　 部 ～ 東 舞 鶴
和 田 山 ～ 寺 　 前
寺 　 前 ～ 福 　 崎
福 　 崎 ～ 姫 　 路
相 　 　 生 ～ 播 州 赤 穂
播 州 赤 穂 ～ 長 　 　 船
長 　 船 ～ 東 岡 山
津 　 山 ～ 岡 　 山
岡 　 山 ～ 総 　 社
岡 　 山 ～ 茶 屋 町
茶 屋 町 ～ 宇 　 野
茶 屋 町 ～ 児 　 島
倉 　 　 敷 ～ 備 中 高 梁
備 中 高 梁 ～ 江 　 　 尾
江 　 　 尾 ～ 伯 耆 大 山
備 中 神 代 ～ 広 　 　 島
福 　 山 ～ 塩 　 町
東 津 山 ～ 智 　 頭
智 　 頭 ～ 津 ノ 井
津 ノ 井 ～ 鳥 　 取
米 　 子 ～ 境 　 港
備 後 落 合 ～ 木 　 　 次
木 　 次 ～ 宍 　 道
三 　 原 ～ 海 田 市
横 　 川 ～ 可 　 部
可 　 　 部 ～ あ き 亀 山
岩 　 国 ～ 櫛 ケ 浜
新 山 口 ～ 益 　 田
新 山 口 ～ 宇 　 部
小 野 田 ～ 居 　 能
雀 　 　 田 ～ 長 門 本 山
厚 　 狭 ～ 長 門 市
博 　 多 ～ 博 多 南
「 新 大 阪 」 ～ 　博 　 　 多
「上越妙高」 ～ 　金 　 　 沢

最高運転速度（km/h）
95
95
95
85
130
120
85
85
100
85
95
95
110
95
95
85
95
95
85
100
95
130
120
110
120
85
85
85
95
110
85
65
75
95
65
45
95
95
85
85
85
85
120
300
260

（130）
（110）

〈110〉
〈110〉

最高運転速度（km/h）

（上り線）

（下り線）

区　　間
米 　 　 原 ～ 近 江 塩 津
近 江 塩 津 ～ 金 　 沢
敦 　 賀 ～ 東 舞 鶴
越 前 花 堂 ～ 越 前 東 郷
越 前 東 郷 ～ 越 前 大 野
越 前 大 野 ～ 勝 　 　 原
勝 　 　 原 ～ 九 頭 竜 湖
｢　津　幡　｣　～　和 倉 温 泉
｢　高　岡　｣　～　城　　　 端
｢　高　岡　｣　～　氷　　　 見
猪　　　　谷　～　 ｢　富　山　｣
｢　南　小　谷　｣　 ～　中　　　土
中 　 土 ～ 小 　 滝
小　　　 滝　 ～　 ｢ 糸 魚 川 ｣
米 　 原 ～ 神 　 戸
山 　 　 科 ～ 近 江 塩 津
京 　 　 都 ～ 嵯 峨 嵐 山
嵯 峨 嵐 山 ～ 馬 　 　 堀
馬 　 堀 ～ 綾 　 部
綾 　 部 ～ 福 知 山
福 知 山 ～ 鳥 　 取
鳥 　 　 取 ～ 出 雲 市
出 雲 市 ～ 益 　 田
益 　 田 ～ 幡 　 生
長 門 市 ～ 仙 　 崎
柘 　 植 ～ 草 　 津
京 　 都 ～ J R 藤 森
J R 藤 森 ～ 宇 　 治
宇 　 治 ～ 新 　 田
新 　 田 ～ 木 　 津
大 　 阪 ～ 大 　 阪
西 九 条 ～ 桜 　 島
尼 崎 ～ 宝 塚
宝 塚 ～ 新 三 田
新 三 田 ～ 福 知 山
｢　亀　山　｣　～　奈　　　良
奈 　 良 ～ 天 王 寺
天 王 寺　～　J R 難 波
放 　 出 ～ 久 宝 寺
奈 　 良 ～ 高 　 田
木 　 　 津 ～ 松 井 山 手
松 井 山 手 ～ 京 　 　 橋
京 　 橋 ～ 尼 　 崎
日 根 野 ～ 関 西 空 港
王 　 寺 ～ 和 歌 山
天 王 寺 ～ 　 鳳 　
　 鳳 　 ～ 和 歌 山
　 鳳 　 ～ 東 羽 衣
新 　 　 宮 ～ 紀 伊 富 田
紀 伊 富 田 ～ 白 　 　 浜
白 　 浜 ～ 芳 　 養
芳 　 養 ～ 南 　 部
芳 　 養 ～ 南 　 部
南 　 　 部 ～ 紀 三 井 寺

120
130
85
80
75
65
85
100
85
85
85
65
85
65
130
130
120
130
120
130
95
120
110
95
85
95
110
95
110
95
100
95
95
120
105
95
120
95
120
85
95
110
90
130
85
95
120
95
85
85
95
95
95
95

（ 95）
（110）
（110）
（110）
（130）
（110）

〈 95〉
〈110〉
〈110〉
〈110〉
〈110〉
〈110〉

（上り線）

（下り線）

（大正経由）

（注） 1. ｢  ｣内の駅は、他社を示しています。 　2. （　）内は283系電車､〈　〉内は287系および289系電車の場合を示します。
 3. 複々線区間は、速度の速い方を掲載しています。

線　　名
北 陸 線

小 浜 線
越 美 北 線

七 尾 線
城 端 線
氷 見 線
高 山 線
大 糸 線

東 海 道 線
湖 西 線
山 陰 線

草 津 線
奈 良 線

大 阪 環 状 線
桜 島 線
福 知 山 線

関 西 線

お お さ か 東 線
桜 井 線
片 町 線

J R 東 西 線
関 西 空 港 線
和 歌 山 線
阪 和 線

紀 勢 線

線　　名
紀 勢 線

山 陽 線

加 古 川 線
姫 新 線

舞 鶴 線
播 但 線

赤 穂 線

津 山 線
吉 備 線
宇 野 線

本 四 備 讃 線
伯 備 線

芸 備 線
福 塩 線
因 美 線

境 線
木 次 線

呉 線
可 部 線

岩 徳 線
山 口 線
宇 部 線
小 野 田 線

美 祢 線
博 多 南 線
山 陽 新 幹 線
北 陸 新 幹 線

区　　間
紀 三 井 寺 ～ 和 歌 山
紀 三 井 寺 ～ 和 歌 山
和 歌 山 ～ 紀 　 和
紀　　　和　～　｢和歌山市｣
神 　 戸 ～ 姫 　 路
姫 　 路 ～ 下 　 関
兵 　 庫 ～ 和 田 岬
加 古 川 ～ 谷 　 川
姫 　 路 ～ 上 　 月
上 　 月 ～ 新 　 見
綾 　 部 ～ 東 舞 鶴
和 田 山 ～ 寺 　 前
寺 　 前 ～ 福 　 崎
福 　 崎 ～ 姫 　 路
相 　 　 生 ～ 播 州 赤 穂
播 州 赤 穂 ～ 長 　 　 船
長 　 船 ～ 東 岡 山
津 　 山 ～ 岡 　 山
岡 　 山 ～ 総 　 社
岡 　 山 ～ 茶 屋 町
茶 屋 町 ～ 宇 　 野
茶 屋 町 ～ 児 　 島
倉 　 　 敷 ～ 備 中 高 梁
備 中 高 梁 ～ 江 　 　 尾
江 　 　 尾 ～ 伯 耆 大 山
備 中 神 代 ～ 広 　 　 島
福 　 山 ～ 塩 　 町
東 津 山 ～ 智 　 頭
智 　 頭 ～ 津 ノ 井
津 ノ 井 ～ 鳥 　 取
米 　 子 ～ 境 　 港
備 後 落 合 ～ 木 　 　 次
木 　 次 ～ 宍 　 道
三 　 原 ～ 海 田 市
横 　 川 ～ 可 　 部
可 　 　 部 ～ あ き 亀 山
岩 　 国 ～ 櫛 ケ 浜
新 山 口 ～ 益 　 田
新 山 口 ～ 宇 　 部
小 野 田 ～ 居 　 能
雀 　 　 田 ～ 長 門 本 山
厚 　 狭 ～ 長 門 市
博 　 多 ～ 博 多 南
「 新 大 阪 」 ～ 　博 　 　 多
「上越妙高」 ～ 　金 　 　 沢
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最高運転速度（km/h）

（上り線）

（下り線）

区　　間
米 　 　 原 ～ 近 江 塩 津
近 江 塩 津 ～ 金 　 沢
敦 　 賀 ～ 東 舞 鶴
越 前 花 堂 ～ 越 前 東 郷
越 前 東 郷 ～ 越 前 大 野
越 前 大 野 ～ 勝 　 　 原
勝 　 　 原 ～ 九 頭 竜 湖
｢　津　幡　｣　～　和 倉 温 泉
｢　高　岡　｣　～　城　　　 端
｢　高　岡　｣　～　氷　　　 見
猪　　　　谷　～　 ｢　富　山　｣
｢　南　小　谷　｣　 ～　中　　　土
中 　 土 ～ 小 　 滝
小　　　 滝　 ～　 ｢ 糸 魚 川 ｣
米 　 原 ～ 神 　 戸
山 　 　 科 ～ 近 江 塩 津
京 　 　 都 ～ 嵯 峨 嵐 山
嵯 峨 嵐 山 ～ 馬 　 　 堀
馬 　 堀 ～ 綾 　 部
綾 　 部 ～ 福 知 山
福 知 山 ～ 鳥 　 取
鳥 　 　 取 ～ 出 雲 市
出 雲 市 ～ 益 　 田
益 　 田 ～ 幡 　 生
長 門 市 ～ 仙 　 崎
柘 　 植 ～ 草 　 津
京 　 都 ～ J R 藤 森
J R 藤 森 ～ 宇 　 治
宇 　 治 ～ 新 　 田
新 　 田 ～ 木 　 津
大 　 阪 ～ 大 　 阪
西 九 条 ～ 桜 　 島
尼 崎 ～ 宝 塚
宝 塚 ～ 新 三 田
新 三 田 ～ 福 知 山
｢　亀　山　｣　～　奈　　　良
奈 　 良 ～ 天 王 寺
天 王 寺　～　J R 難 波
放 　 出 ～ 久 宝 寺
奈 　 良 ～ 高 　 田
木 　 　 津 ～ 松 井 山 手
松 井 山 手 ～ 京 　 　 橋
京 　 橋 ～ 尼 　 崎
日 根 野 ～ 関 西 空 港
王 　 寺 ～ 和 歌 山
天 王 寺 ～ 　 鳳 　
　 鳳 　 ～ 和 歌 山
　 鳳 　 ～ 東 羽 衣
新 　 　 宮 ～ 紀 伊 富 田
紀 伊 富 田 ～ 白 　 　 浜
白 　 浜 ～ 芳 　 養
芳 　 養 ～ 南 　 部
芳 　 養 ～ 南 　 部
南 　 　 部 ～ 紀 三 井 寺
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〈 95〉
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（上り線）

（下り線）

■線区別最高速度
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■運転事故などの種別

●鉄道運転事故数の推移

金 沢
京 都
大阪・神戸
和 歌 山
福 知 山
岡 山
米 子
広 島

金沢総合車両所
草津駅
社員研修センター
吹田総合車両所 日根野支所 新在家派出
福知山電車区
和気駅
米子駅
徳山駅

最寄箇所 設　備
単　線
複　線
複　線
単　線
単　線
単　線
単　線
単　線

開 所 日支　　社
1992年 6月 1日
1994年 6月22日
1992年 4月13日
1992年 8月 3日
1992年 4月22日
1992年 4月 2日
1992年 9月18日
1992年 4月10日

最寄箇所 設　備
単　線

開 所 日
兵　庫　駅

運転士 車掌
58箇所（2005年9月）在来線

新幹線
※（　）内は設置開始時期です。

5箇所（2004年3月）
21箇所（2006年6月）
4箇所（2006年9月）

2000年2月1日

鉄道運転事故

列 車 事 故

踏 切 障 害 事 故

鉄道人身障害事故

鉄 道 物 損 事 故

列車または車両の運転により、人の死傷または物の損傷を生じたもの

列車が脱線、火災または他の列車・車両と衝突したもの

踏切において、列車または車両と歩行者または道路交通法に規定する
車両類と衝突したもの

列車または車両の運転により、人の死傷を生じたもの

列車または車両の運転により、500万円以上の損害額を生じたもの

輸送障害など

部 内 原 因

鉄 道 外 原 因

災 害 原 因

列車または車両の運転に阻害をおよぼしたもの、ならびに列車または
車両の運転により物の損傷または人の死傷を生じたもののうち、鉄道
運転事故に該当しないもの

車両設備故障

線路設備故障

電力設備故障

信号・通信設備故障　など

列車妨害

死傷　など

運転規制

設備災害　など

※省令に基づく区分

■実設訓練設備
　運転取り扱いに従事する社員が、実践的な訓練の中で基本作業・基本
動作を確実に体得できるよう、実際の駅と同様の設備を持った「実設訓
練センター」を設置しています。
　また、実際の列車を走行させて乗務員の異常時対応能力の向上を図
るため、「神戸乗務員訓練センター」を設置しています。

〈主な実設訓練センター〉

〈神戸乗務員訓練センター〉

●乗務員訓練用シミュレータの設置状況
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